
G
u

id
e

 T
o

 P
re

m
iu

m
 E

x
p

e
rie

n
ce

L
IF

E
 W

IT
H

 IC
O

N
S

5
9
3
1
 
0
 
0
7
3
7
3
 
2
6
 
7
5

進化する定番たち







本書編集ページに掲載されている商品などの価格は、原則として消費税等を加えた総額表示で
あり、2025年4月現在のもの（消費税率10%）です。本体価格や店舗情報などは諸事情により変
更されることがあります。

今号もエクスクルーシヴなイベン
トをご用意。詳細とお申し込みは
こちらからご確認ください。

読者限定スペシャルイベント

TOUCH TOURING 開催決定！
詳細は公式 LINE でもお届けします。

TOUCH DRIVE
公式 LINE

Follow us

Experience

今号で特集した旅で巡ったスポットへドライブしてい
ただくことで、美しい日本の森と里山の再生を目的に
植樹するプロジェクト。
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COVER

Creative_Hiroshi Kitaoka

Styling_Kohei Kubo

Hair & Make_Saori Hattori

Model_Hiroyuki Kubota (INDIGO), 

Akane Kunio (NUMBER EIGHT)

Life with Icons

　草花の香りをほのかに纏ったまだ少し冷たい
空気が、何やら新しい世界が現れつつある幸せ
を感じさせてくれる。
　毎年春の訪れはささやかな日常ではあるが、
新世界への希望で心を満たしてくれる大切な人
生の一部だ。
　私たちの身の回りにも春と同じように、トレ
ンドではなくデイリーだけれど、胸がすくよう
な定番のスタイルやアイテムがある。そうした
当たり前に長く愛されてきたものこそ、次の世
代に言葉がなくても繋いでいけるバトンのよう
な、永遠のアイコンというべき存在なのだろう。
　そして定番のソウルフードや旅、ファッショ
ンや車は、それを愛する人たちの手によって、
日々確かな進化を遂げている。未来へ託して
いくその道筋もアイデアに満ちていてとてもユ
ニークだ。
　今号では定番という大看板に甘んじることな
く、新しい時代への解釈を積極的に採り入れた
“ 衣食住車 ” のさまざまな新定番スタイルを一挙
紹介。春のお出かけにぜひ活用してもらいたい。

TOUCH DRIVE 編集部

春を楽しむ“衣食住車”の新定番
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アイコンとは何か

The
ICON

Photography_Kunihisa Kobayashi  Words_Takeshi Sato
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アイコンとは何か

　エレクトリックギターと聞いて、
多くの方が思い浮かべるのがギブソ
ンのレス・ポールではないだろうか。
ひょうたんのような丸みを帯びた、
あのギターだ。
　1952 年に同社初のソリッドギター
として登場し、多くのミュージシャン
に愛用されたレス・ポールは、まさ
にロックミュージックのアイコンだ。
　似たような存在が、世界初の実
用的な腕時計として 1904 年に登
場したサントス ドゥ カルティエ。
ファッションの世界でいえば、リー
バイスの 501 もアイコンと呼んでい
いだろう。
　ここにあげた三者には、共通点が
ふたつある。ひとつは、改良を加え

ながら現在でも最新モデルが作り続
けられていることだ。子どもの頃や
若かりし日に憧れたあのギターや腕
時計を、大人になったいまも買うこ
とができる。そしてもうひとつが、
その根幹となるスピリットを受け継
ぎつつ、時代の変化やテクノロジー
の進化に対応した新しいアイコンを
生んでいることだ。
　ギブソンのギターなら、フライン
グ V や SG といったバリエーション
が生まれている。カルティエの腕時
計なら、サントスはタンクの原型と
なっている。リーバイスなら、ワー
クウェアの 501 をベースに、より
ファッション性を高めた 505 が登場
している。クルマになぞらえると、

ポルシェにも通じるところがあるの
ではないだろうか。
　スポーツカーのアイコンであるポ
ルシェ 911 は、356 由来の基本的な
レイアウトと走りのスピリッツを踏
襲しながら、いまも進化を続けてい
る。そして、素晴らしいパフォーマ
ンスを乗る人に提供するという大事
な部分を継承する新アイコン、ポル
シェ マカン エレクトリックが登場
した。
　今年中に、すべてのモデルが BEV

（バッテリー式電気自動車）になる
ポルシェ マカンは、生まれ変わっ
たといっていい。単に新しくなった
だけでなく、ポルシェらしさを継承
する新しいアイコンが誕生したのだ。

アイコンとは変化を恐れず進化を果たすもの
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街を颯爽と走る
シティボーイ

ポルシェ マカンが電動SUVとして生まれ変わった。
東京に降り立った新しいマカンは、

印象的なデザインとポルシェらしい高性能で、
この街のアイコンとも言える存在感を示した。

PORSCHE MACAN ELECTRIC

Photography_Atsushi Makabe  Words_Takeshi Sato

　ポルシェ マカンがすべて BEV
（バッテリー式電気自動車）に移行
すると発表されたとき、多くの方が
驚いたはずだ。というのも、2013
年に登場した初代マカンは、10 年
間で 85 万台以上が生産された人気
モデル。これをがらりと電動化する
のは、リスクが高いと思えたからだ。
　しかも新しいマカンは PPE（プレ
ミアム・プラットフォーム・エレク
トリック）という BEV 専用の基本
骨格で構成されるので、後からエン
ジン車を追加するのは不可能だ。つ
まり、カーボンニュートラルな社会
を築きたいという、ポルシェの強い

意志を体現したモデルなのだ。前進
あるのみ、後戻りはしない。
　東京で見たマカンは、クーペ的な
スタイリッシュさと、SUV のタフ
さを巧みに融合した魅力的なスタイ
ルで、強力な存在感を放っていた。
その隙のないデザインからは、電動
のマカンを絶対に成功させるという、
ポルシェの気迫が伝わってくる。
　実際にマカンのステアリングホ
イールを握ると、ポルシェそのもの。
操舵やアクセル、ブレーキという入
力に対する反応が研ぎ澄まされてい
る。ポルシェをドライブしている
と、往々にして自分がマシンの一部

新しい社会の実現に向けた第一歩
になったような錯覚を覚えるけれど、
マカンもその例外ではない。
　そしてじっくりと観察すると、
フェンダーの造形や真一文字のテー
ルランプなどに、ポルシェ 911 の
DNA を見つけることができる。
　ポルシェならではのデザインとパ
フォーマンスで魅力的な BEV を作
り、新しい社会の礎を築く──。マ
カンにただならぬ存在感があるのは、
そうした志があるからだろう。単な
る格好いい電動 SUV ではなく、次
の時代を象徴するクルマなのだ。東
京のみならず、世界中の都市でアイ
コンとなる可能性を感じさせる。
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TOUCH DRIVE Promotion

1.４灯の LED デイライトランニング
ランプが、先鋭的な表情を形成。内
側に秘めた先進的なテクノロジーを
デザインでも表現する。フェンダー
の広がりが、ポルシェ 911 を思わせ
る。2. 美しく弧を描くルーフライン
がテールゲートと一体化する流れが
特徴的なリアビュー。水平方向に伸
びるコンビネーションリアランプが、
ボディのワイドさを強調する。3.ド
ライバーにフォーカスしたインテリ
ア。10.9 インチのセンターディスプ
レイと 12.6 インチの湾曲したディ
スプレイの組み合わせで、直感で
高度な情報処理ができるように工夫
されている。4. 内外装は、Porsche 
Exclusive Manufaktur を利用して好み
にカスタマイズ可能。5. 水色のロゴ
が BEV であることを控えめに主張。

1

2

4

5
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訪れるべき、東京の新定番
カレー・蕎麦・銭湯の“いま”
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誰もが馴染みのあるカレーや蕎麦、銭湯が、
目まぐるしい進化を遂げ、いま、新たに話題を呼んでいる。

細分化されたスパイスカレーに、ワインと出汁の相性を探った蕎麦、
銭湯はサウナを併設したりと、現代のニーズに沿ってアップデート。

ニッポンが誇るべきカルチャーとして国内外から注目を集める、東京の新定番を紹介する。
Photography_Studio.JAMANDFIX Edit&Words_Aki Fujii

訪れるべき、東京の新定番
カレー・蕎麦・銭湯の“いま”
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に
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の
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性
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富
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だ
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”の
姿
が
あ
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た
。
例
え
ば
カ
レ
ー

の
名
店
「
ス
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イ
ス
カ
フ
ェ
」
の
店

主
・
伊
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城
氏
は
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毎
年
１
ヶ
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間
、
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ド
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リ
ラ
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で
研
修
を
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で
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モ
ダ
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リ
ラ
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ブ
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と
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と
感
じ
た
」
と
き
っ
か
け

を
語
る
。
こ
の
頃
か
ら
海
外
で
現
地
の

カ
レ
ー
を
習
得
し
て
持
ち
帰
る
料
理
人

が
増
え
、
イ
ン
ド
料
理
は
北
イ
ン
ド
料

理
、
南
イ
ン
ド
料
理
へ
と
分
か
れ
、
さ

ら
に
ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
、
ネ
パ
ー
ル
料

理
の
専
門
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蕎
麦
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で
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系
立
ち
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ュ
ラ
ル
ワ
イ
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の
人

気
店
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を
組
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な
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れ
、
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で
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や
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を
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す
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な
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者
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た
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今
回
紹
介
す
る
、
細
分
化
さ
れ
た
カ
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ー
や
、
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ン
と
出
汁
の
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性
を
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に
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さ
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